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いかないと、それこそ６年生まで保育しなきゃ

いけなくなるのだと思いますよ、私は。 

 ちなみに私のところの子供は、早く飛び越え

させてしまったがね、年長組と１年生で２人で

留守番してました、兄弟がいるからですけども。

これはちょっとかわいそうな思いをしたと思う

けれども、学童クラブなんてなかったからしよ

うがないですよ。だけどそういうことの例なん

かもありますので、保育に欠ける児童がいるの

は就学前までです。そこをはっきりしないと私

は都合が悪いと思います。以上で終わります。 

○町田義昭議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は３時20分といたします。 

 

 

   午後 ２時５８分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○町田義昭議長 休憩前に復し、市政一般に関す

る質問を続行いたします。 

 

 

 谷口栄子議員の質問 

 

 

○町田義昭議長 順位５番、議席番号５番、谷口

栄子議員。 

  （５番谷口栄子議員登壇） 

○５番 谷口栄子議員 きょうの質問の最後にな

りました。しばらくのご清聴よろしくお願いい

たします。 

 ６月定例会に当たり、通告しております２点

について一般質問させていただきます。 

 答弁は内谷市長、那須農林課長、齋藤商工観

光課長にお願いいたします。 

 初めに、６月定例会はあやめ議会としてあや

め公園開園100周年を祝して、議場にこのよう

にアヤメ鉢を飾っていただいております。初夏

の花、凛とした清楚なアヤメの美しさに心洗わ

れます。先人たちが大切に守り咲かせてこられ

た宝である長井古種、アヤメに改めて感謝いた

します。 

 アヤメ期間中、多くの市民の皆様にあやめ公

園に足を運んでいただけることと、復活する長

井おどり大パレードの大成功をお祈りいたしま

す。 

 さて、鳩山政権は、政治と金、普天間移設問

題、郵政見直し法案の強行採決などで国民の政

治不信を招いたあげく、２日に突然、小沢幹事

長と退陣し政局が混乱。参議院選挙目前に菅直

人新首相と交代しました。新首相誕生に国民の

関心をそらしても民主党の献金問題、土地購入

問題の真相解明はなされていません。 

 公明党には地方議員を含む3,000人を超える

議員のネットワークがあります。また、３割を

占める女性議員の視点を生かして、新しい福祉

を提案し、声の届く政治、クリーンな政治、真

に国民の生活を守るため参議院選には断じて勝

利してまいりたいと思っております。 

 それでは質問に入ります。 

 １点目、家畜伝染病の口蹄疫対策についてで

す。 

 午前中、14番の小関議員のご質問にもありま

したので、答弁の方、重複いたしますけれども、

よろしくお願いいたします。 

 宮崎県の家畜伝染病口蹄疫の被害が爆発的に

拡大しております。口蹄疫は牛や豚など偶蹄類

の動物がかかるウイルス性の伝染病、口の中や

ひづめのつけ根に水泡ができ、乳の出が悪くな

ったり肉質が落ちたりするとのことです。人間

には感染せず、感染した家畜の肉を食べても影

響はないと言われますが心配です。 

 感染力が強いため、感染した家畜だけでなく

一緒に飼育されている家畜もすべて殺処分する

ことが義務づけられているのです。殺処分の対
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象となる牛や豚は、新たに20万頭加わるのです。

この中には宮崎牛ブランドを支え、松阪牛など

の子牛供給源でもある貴重な種牛が含まれてい

るのです。 

 宮崎県の東国原知事は、５月18日、非常事態

宣言を発表し、感染拡大防止と早期撲滅に取り

組む姿勢を示しました。さらに感染が広がれば、

経営体力の弱い畜産業は破滅的な打撃を受けか

ねない状況です。政府は、予算措置を含む政策

と封じ込みを万全を期して実施すべきです。 

 国内で口蹄疫が確認されたのは、2000年、宮

崎県と北海道で740頭の牛が処分され、３カ月

で終息したとのことです。今回４月20日、最初

に感染が確認されてから１カ月で前回をはるか

に上回る規模に被害が広がった大きな原因は、

政府の初動のおくれにあったことが明らかにな

っています。 

 ことしに入って周辺諸国で口蹄疫感染が確認

された韓国では４月に被害が拡大していました。

こうした状況のもとで警戒が十分でなかったと

の見方です。 

 ５月19日、政府はようやく発生地から半径10

キロ管内の家畜にワクチンを摂取した上で殺処

分することが決まりましたが、農家支援の具体

策は定まらず、家畜農家から怒りの声が上がっ

ていました。 

 公明党はいち早く口蹄疫防疫対策本部を立ち

上げ、地元川南町の町長、宮崎県の東国原知事

からの要望を受け、事態の早期収拾、蔓延防止

と被害農家の経済的支援を迅速に行うため、特

別措置法の制定を提案、さらに1,000億円規模

の緊急対策予算案を要望。５月28日、公明党の

リードで特別措置法が成立、ワクチン接種は感

染拡大をおくらせるための措置で、埋却場所が

見つかり次第、これら未感染の牛や豚もすべて

殺処分されるのです。 

 ５月30日付の河北新報では、東北畜産関係者

も口蹄疫の拡大を警戒している内容の記事が載

っておりました。山形県の対応は、31日の県の

協議会で打ち出されております。長井市には畜

産農家が55軒で、乳牛401頭、肉牛903頭、養豚

では230頭飼育されていると言われます。17頭

の乳牛を飼育している知人は、一頭一頭の体調

の変化を観察しながら、配布された消石灰を畜

舎にまきながら不安な毎日を過ごしておりまし

た。 

 危機管理体制と拡大防止対策について、対応

がおくれれば一大事になります。また、本市の

対応について。１と２については市長にお伺い

いたします。先ほどの答弁で重複するところも

ありますがよろしくお願いいたします。 

 ことしはあやめ公園開園100周年を記念して、

～米沢牛チャンピオン牛の郷～長井黒べこまつ

りも企画されています。市民参加型のコミュニ

ケーション情報誌が発行され、「あやめれぽ」

という名前で５月号に掲載されています。この

広告も市外の人の目にも触れる情報誌です。宮

崎県の口蹄疫は全国に大きなショックを与えて

いるものです。催し物にも影響が出ているよう

です。黒べこまつりの影響について、那須農林

課長に伺います。 

 次に、観光振興コーディネーターの設置につ

いてです。 

 本市の観光が産業として成立するためには、

桜、ツツジ、アヤメ等の季節的な観光だけでな

く、年間を通じて収益が期待できる観光の形態

が必要となってきたこと。年間を通じた観光へ

の導入としては、近年フットパスなどの整備を

契機として、またローカル線への注目によるフ

ラワー長井線の観光客数の増加など、まちなか

観光の可能性が増大していることを挙げておら

れます。 

 まちなかの資源に関しては、資源として注目

されている近代建築物や古い町並みはあるもの

の、観光商品などが不足し、産業として未発達

であることから、まちなかの資源を開発し着地
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的観光の推進を図るべく、観光商品の企画、開

発、ＰＲに力を入れることが目的とされていま

す。 

 １番目の観光事業のビジョンについて。 

 ４月に埼玉に行ったときです。大宮駅の待合

室に、全国のいろいろな観光ガイドブックの中

に、「新幹線で桜を見に行こう」のチラシと

「やまがた花回廊」のガイドブックを見つけま

した。思わず手にとって、年々ガイドブックの

内容がよくなっていることを思いました。花と

食と歴史の県南、春のキャンペーンは４月１日

から６月30日となっています。米沢エリア、上

山エリア、高畠・南陽エリア、それぞれ地域を

代表するスポットをＰＲしながら、長井エリア

では黒獅子まつり、あやめ公園100周年とフッ

トパス、丸大扇屋など、最上川堤防の千本桜、

さらにまちなか歩きにびゅうマークのついてい

る観光スポットは、ＪＲ専用パンフレットで旅

行プランとして紹介されています。コーディネ

ーターのアドバイスが加われば、新しい発見が

期待されます。観光事業のビジョンについて市

長に伺います。 

 また、農工商連携との関連についても市長に

伺います。 

 ４月16日オープンした市民直売所は、「おら

んだ市場菜なポート」としてオープンしました。

当面はまち歩き、市民の憩いの場としての、ま

たレインボープラン認証農産物を多くの市民に

販売できる場所として、農産物のブランド化、

生産販売拡大への取り組みに、新しくコーディ

ネーターのアドバイスが大事であると思います。 

 グリーンツーリズムでは、「半日だけでも長

井人」というパンフレットがあります。とって

おき農村体験という農家れすとらんなごみ庵、

蔵高宿、農家民宿、葉っぱ塾など紹介されてお

ります。また、長井はものづくりのまちとして

ノウハウを持っており、商品の開発や新しい企

業開発にもコーディネーターのアドバイスは大

きな力になると思います。 

 フラワー長井線の山形鉄道株式会社、野村社

長は、精力的に観光客を長井に誘客されており

ます。野村社長は、月刊誌山形版の「ほいづ

ん」に寄稿されております。昨年の８月号より

「野村社長が走る、いとしのフラワー長井線」

という題名で寄稿されております。２月号に無

から有をつくる中で、社長は運転手の朝倉さん

の方言ガイドが関西からの観光客に大好評とい

うことを話しておられました。「４年前は360

人しか集まらなかった観光客は、今は１万

7,000人ものお客様に長井線に乗ってきていた

だけるようになった」と話しております。「何

もない観光地でも切り口を変えれば人は集ま

る」「マイナス掛けるマイナスはプラスにな

る」と語っておられます。野村社長さんとも一

緒に長井の観光を考えていただくチャンスとも

考えられます。どのような方を考えておられる

のか教えていただきたいと思います。 

 また、まちなかの資源を活用した観光、商品

の開発には、一人のどんなにすぐれた知恵だけ

では大きな結果は得られないと思います。一つ

一つの開発、企画、それぞれプロジェクトチー

ムをつくり、多くの人の知恵の結集、多くの人

が結集すればすばらしい成果が生まれると思い

ます。総合力で取り組むことが大事と思います。 

 また、コーディネーターには７日間しっかり

長井に入っていただく雇用にすべきと思います。 

 ３番目につきましては、商工観光課長の考え

をお伺いいたします。 

 以上で、壇上からの質問を終わります。あり

がとうございました。（拍手） 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 谷口栄子議員のご質問にお答え

いたします。 

 最初の第１点目の家畜伝染病の口蹄疫対策に

ついてでございますが、まず、最初の危機管理

体制と拡大防止対策について、どのような対応
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をしているかという点についてお答え申し上げ

ます。 

 先ほど小関議員のご質問にもちょっと重複い

たしますが、５月の31日に開催されました山形

県口蹄疫対策本部の対応マニュアルを参考にい

たしまして検討を行ってきたところでございま

す。 

 拡大防止対策の以前に予防対策が大変重要で

ございますので、消毒液用の箱の配布や消石灰

の配布を行ってきたところです。また、家畜衛

生保健所からは家畜衛生だよりを通じまして、

予防的対応策などについて示されております。 

 残念ながら私ども市町村ではなく、県の家畜

衛生保健所に農家の方からのいろんな情報が寄

せられて、そして家畜衛生保健所の方で調査し

て、発生といいますかね、疑わしいかどうかと

か、あるいはいろいろな抗体等からＤＮＡを鑑

定して、国の方にこれはなるわけでしょうけど

も、口蹄疫かどうか判定するというような状況

になっておりますので、そういった意味では、

県とのしっかりとした連携をとりながら、そし

て農家の方の対応をお願いしているところでご

ざいます。 

 本市の対応についてでございますが、これに

つきましては５月の20日、市内畜産農家55戸に

対しまして、消毒液を入れる箱を配布したとこ

ろです。５月の25日、市内畜産農家に消毒用消

石灰の配布を決定いたしまして、これは牛５頭、

豚20頭当たり１袋ということで、合計で314袋

が必要だと、プラス保管用36袋で350袋を確保

いたしまして、ちょっとおくれてしまいました

が６月２日、消石灰の配布を完了したところで

ございます。これはどうしても品薄だったとい

うことでございます。 

 ６月の４日に「第１回長井市口蹄疫対策に係

る庁内連絡調整会議」を開催したところです。

出席者は私と副市長、危機管理主幹、財政課長、

企画調整課長、建設課長、市民課長、教育委員

会の管理課長でございます。 

 会議では、これまでの対応状況の説明と県対

策本部マニュアルの内容の説明とともに、市と

して想定される対応について説明を行うととも

に、「（仮称）長井市口蹄疫防疫対策本部」の

設置時期あるいは組織などについて協議を行っ

たところです。市としての対応本部マニュアル

については、置賜総合支庁のマニュアルを参考

にして準備を今進めているところでございます。 

 次に、最初の項目の（３）黒べこまつりの影

響でございますが、口蹄疫の影響により、子牛

価格の上昇や牛肉価格の軟化などが想定されて

おりますが、県の会議でも山形牛ブランドを高

めて消費拡大に努めていくという説明がござい

ました。黒べこまつりは、米沢牛の郷として畜

産の振興という面も大きな目的ですので、多く

の市民の皆さんに喜んでいただけるよう準備を

進めております。チケットはタス物産館、菜な

ポート、ＪＡあやめ支店、農林課で販売を行っ

ております。ポスターなどは作成しなかったの

で、今回ＰＲ不足の面はあったと思いますが、

市のホームページや市報でもＰＲを行っている

ところでございます。チケットは残りあとわず

かということになっておりますので、ほんの数

枚程度しか残ってないという状況でございまし

た。 

 なお、やはりこういった口蹄疫対策といたし

まして、先ほども申し上げましたが、全国市長

会の方で国に対する緊急決議ということで、対

応の万全を決議したところでございますが、同

時にほかの地域でも宮崎に対して義援金みたい

な形で送るというような動きが昨日までの市長

会で報告がありましたので、ぜひ今度の19日の

黒べこまつりの際も、そういった対応をぜひ実

行委員会の方で検討いただくようにちょっと相

談したいというふうに思います。 

 次に、２番目の観光振興コーディネーターの

設置についてお答え申し上げます。 
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 議員の方からは３点ほどご質問いただきまし

た。 

 まず、観光事業のビジョンについてというこ

とでございますが、残念ながら長井市では、ま

だ観光振興計画というものをつくっておりませ

んが、これは私として、まだそこまでには至っ

ていないんじゃないかと、この計画をつくるこ

とも大変重要なんですが、方向性がまだ定まっ

ておりませんし、計画をつくっても絵にかいた

もちになる可能性が高いなということから、む

しろもう少し観光客をふやす施策をいろいろ検

討しながら、時期を見て観光協会等々と協議し

ながら観光計画をつくる必要があるというふう

に思っております。 

 そういった意味で、私の全く私案になるわけ

ですが、私のビジョンといたしましては、やは

り昭和50年代から比べますと、おきたま花回廊、

さくら回廊とか、あとは４年目になりますやま

がた花回廊、谷口議員の方からも先ほどご指摘

ありましたように、首都圏のＪＲの主要駅でポ

スターを見ることができますけれども、そうい

った部分はふえましたが、特にアヤメについて

はかなり観光客減っております。例えば６月の

初めにオープンしました寒河江のはなさかフェ

アとか、ああいったところにお客さん随分流れ

ているんじゃないかなあというふうに思ってい

ますし、近くでもゆり園とかオープンしました

が、ゆり園なんかはむしろ連携しなきゃいけな

いというふうに思っておりますが、やはり長井

の観光の弱点は、短い期間のシーズンしか観光

客という方はいらっしゃらない、そういうまち

だということから、通年観光をどういうふうに

して実現するかということと、それから観光協

会や商工会議所でも努力していただいているわ

けですが、まちなか観光ですね、まちなか歩き

ということをどういうふうにしてお客様に楽し

んでいただくかということが、まず大きなビジ

ョンだなあというふうに思っております。 

 そして、観光交流客をふやして、これを活性

化することによって、商店街が低迷してる、あ

るいは人口の低下によりまして市内の経済力が

落ちているわけですから、そういった部分で経

済波及効果をねらっていくということが大きな

柱になるんじゃないかと思っております。 

 そのために、今回の観光振興コーディネータ

ーの目的にもなるわけですが、観光協会は理事

の皆様始め市民の皆様に大変ご協力いただいて

おります。特に女性のつむぎの会ですとか、あ

めの里レインボーとか、さまざまな団体で昨年

開拓いただきました「長井のあがっておごや

え」という弁当とか、そういったものの取り組

みなども大変ありがたいというふうに思ってお

ります。 

 また、着地型観光といたしまして、まちづく

りＮＰＯセンターあたりを中心として旅市のＪ

Ｒの方と組んで、そういった商品開発もいただ

いておりますが、残念ながら目立った観光客の

増加というのはふえていない状況でございます。 

 そういった中で、一番注目されるのは谷口議

員もご指摘のとおり、フラワー長井線の動きだ

というふうに思っています。昨年の桜の時期に、

昨年は3,000名ぐらいだった観光客をことしは

１万人までふやしましたし、ですから、例えば

今回のあやめも６月の26日、今のところ予定さ

れているのはクラブツーリズムとか、あるいは

ＪＲ東日本のびゅうばすとか旅市の商品で、26

日、一日だけでも団体客ですけど1,800名がい

らっしゃると。こういった動きなどがあるかと

思いますけれども、これはやはりフラワー長井

線の方の山形鉄道の営業努力というふうに思っ

ております。 

 今回のアヤメの時期は、長井にそういったこ

とでおりていただいて、フラワー長井線に乗っ

ていただいたお客さんに、地元にいろんな食事

ですとか、経済効果をもたらせていただいてい

るわけですが、残念ながら、今までフラワー長
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井線の大部分の方は、山形鉄道の営業で乗って

いただいた方も長井にはおりていらっしゃらな

いんですね。 

 ですから、こういったところを工夫する必要

があるということから、昨年やはり商工観光課

の中に産業振興コーディネーターを置いたわけ

です。ことし２年目も議会の皆様にご承認いた

だいて、今活動していただいているわけですが、

これと同じような考え方、いわゆる市内の企業

の皆様の受注開拓、あるいは受注の拡大という

ことでの産業振興コーディネーター、同じよう

に観光振興コーディネーターは、長井にいらっ

しゃるお客さんをふやしてもらう仕組みづくり

をすると。残念ながら長井の中で足りないのは、

そういう仕組みづくり、プロデュースする人っ

ていう言い方をすると一番わかりやすいんです

が、つないでいただく方がなかなかいらっしゃ

らなかったんじゃないかと。例えば弁当を開発

してくださったんですが、その弁当を食べても

らう人を営業はしてないわけですね。だれかに

頼らなきゃいけないわけです。かといって観光

協会で営業しているわけではありません。例え

ばＪＲとか、ＪＴＢとか、クラブツーリズムと

か、そういったところに営業はしているんでし

ょうけども、それを引っ張ってくるというよう

なことをやってこれなかったと。 

 ですから、今回は山形鉄道と連携を図りなが

ら、そういった観光コーディネーターを活用し

ようということで、山形鉄道と関係ある人間を

今回観光コーディネーターとして雇用したいと

いう考え方でございます。 

 あと農工商連携との関係でございますが、観

光事業と農工商連携の関係は非常に密接なもの

がありまして、長井の方の製造業も特に電機と

か金属加工が多いわけなんですけども、それと

同時に食品加工とか、あるいはお土産につなが

る木工品の加工とか、そういったものもありま

すので、そういったところをどういうふうにし

て、いわゆる観光と市内のものづくりをつなげ

ていくかというところを具体的にいろんな取り

組みをしなきゃいけないと。菜なポートもそう

なんですが、グリーンツーリズムとか農業の６

次産業化とか、そういったところと連携を組ん

でいくと。あとは市内でも出ましたが農家レス

トランと、それから農家民宿、そういったもの

を農工商連携の中で観光振興コーディネーター

とかあわせながら仕組みをつくる、あるいは人

と人を結びつける、そういったコーディネータ

ーを今回、非常勤でありますけども非常に期待

しているところでございます。 

 あとはまちなか資源を活用した観光・商品の

企画・開発にはチーム力が大事なのではと、こ

れは商工観光課長ということになっております

が、若干ちょっと触れさせていただきますと、

やはりチーム力もそうなんですが、よく観光で

言われるのは鶏が先か卵が先かというわけじゃ

ないんですけども、観光にはそれらの観光資源

の磨きをかけないとお客さんはいらっしゃらな

い。だけど一応、例えば産業として成り立つに

は、今度市内の事業者が観光として何か自分た

ちそのものが変わらないと観光客は喜ばないわ

けですね。ですから、観光客が来ればそういう

ふうな対応をしようと思っている方いらっしゃ

るわけですね。 

 一方で、観光客は何もないところには来ない

わけですから、そこで非常に難しいと。山形鉄

道も同じようなことがあったわけでして、それ

で、じゃあ卵か鶏じゃなくてひよこを連れてこ

ようということで、野村社長みたいな方が多分

うまいぐあいに今のところはいっているんだろ

うと思います。 

 そういった意味で、この観光振興コーディネ

ーターもひよこだと。ですから、チーム力も大

切なんですが、やっぱり連携をいかにやるかと、

そしてつなげてもらう人材をいかに確保するか

ということが、長井の観光にとっては、まず最
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初のステップとして大切なんではないかなとい

うふうに思っているところでございます。 

 私の方から以上でございます。 

○町田義昭議長 那須宗一農林課長。 

○那須宗一農林課長 谷口栄子議員から黒べこま

つりへの影響についてというご質問でございま

したが、市長から答弁いただきましたので、若

干追加をして私からも答弁をさせていただきた

いというように思います。 

 市長からもございましたように、口蹄疫の影

響ということで、子牛価格が上がるのではない

かというふうな心配がございましたが、先日行

われました福島市場での結果が新聞に出ており

ましたが、想定したようなことは余りなかった

というふうなことでございます。また、牛肉価

格が軟化するのではないかというようなことも

心配されておったわけですけれども、今のとこ

ろは大きな影響は出ていないのではないかとい

うふうなことです。 

 県の担当者のお話では、やはり山形牛のブラ

ンドというふうな、置賜では米沢牛のブランド

なわけですが、それをブランド力を高めて消費

拡大につなげていくというふうなことがまず一

番大事なことだというふうなことがございまし

た。 

 そういった意味で、黒べこまつりといいます

のは、米沢牛の郷でございます長井市の畜産振

興という部分が非常に大きな意味合いがござい

ますので、何としても黒べこまつりは成功して、

長井なりの皆様方に、また今回100周年でおい

でいただく来賓の皆様方に長井市の牛肉のよさ

を認識いただければなあというふうに考えてい

るところでございます。 

 チケットにつきましても、おかげさまで市長

が申し上げましたとおりほとんどないというふ

うなことで、来賓の分の調整が今残っていると

ころで、その分をこれから若干販売をすればほ

ぼ完売だというような状態になっております。

ぜひ成功に向けて私どもも努力をしてまいりま

すが、ご協力をいただければというふうに思い

ます。よろしくお願いいたします。 

○町田義昭議長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 （３）の部分でございますが、どのような人

を考えているのかというふうなことでございま

したが、先ほど市長の方からお話もあったよう

に、観光産業を展望した仕組みをつくってもら

える人、それから、そのために必要な、あるい

は今後とも地元で引っ張っていっていただける

ような企業者、あるいは観光事業者を育ててい

ただくというふうな２つの視点が重要であろう

というふうなことで、今回考えてございますの

は、山形市で特定非営利法人山形インキュベー

トプラザにおきまして創業支援室長をやってい

らっしゃる方、また、自分で人材育成等の業務

を行うような会社を経営している方で、観光交

流事業あるいは起業家育成、それから市街地の

活性化と、そういったふうな事業に取り組んで

いらっしゃる海藤 明氏、山形市の方でござい

ますが、その方を考えているというふうなこと

でございます。 

 それから、チーム力が必要というふうなご意

見でございますが、私も同じ考えでございます。

ただ、一つのベクトルを持ちながらそれぞれの

事業者としての連携を図っていくというふうな

意味でのチーム力が必要だろうというふうに考

えてございます。 

 それから７日間についての勤務の体制という

ふうなことでございますが、今現在での考え方

といたしましては、月７日間程度を市の事業に

充てていただくというふうなことでございます。

当面といいますか、基本的には長井市の地元の

状況を理解してもらう、各種団体と打ち合わせ

等を行っていただくというふうなことが基本に

なろうと思います。その後に営業等も含めて活

動していただくというふうな形態になるだろう
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というふうに思います。以上です。 

○町田義昭議長 ５番、谷口栄子議員。 

○５番 谷口栄子議員 答弁ありがとうございま

した。 

 １番目の口蹄疫の感染問題ですけれども、き

のうの山形新聞では、「山形、庄内空港に消毒

バッドを設置」ということで、いよいよこっち

の方にも来たのかという、そういう感じを受け

たんですけれども、やはり伝染病ということで、

もう本当に感染がどこに拡大するかわからない

状況ということは大変なことなんです。宮崎県

では埋却するところを探している間にというか、

大変大きな被害にもなっていった部分もありま

す。埋設場所などはどのように考えるのでしょ

うか、市長にお伺いいたします。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 そういった埋設場所につきまし

ては、県の方から万一に備えて確保するように

というようなことになっておりまして、午前中

の小関議員の答弁でも那須農林課長が答えてお

りますが、大体３反田んぼが２枚ぐらいの非常

に広大な場所がいると、あと民間に近かったり、

あるいは周りが農地だとなかなか難しいわけな

もんですから、その辺のところを踏まえて、ま

だ決定はしておりませんが、今候補地をいろい

ろ検討しているところでございます。 

○町田義昭議長 ５番、谷口栄子議員。 

○５番 谷口栄子議員 ありがとうございます。 

 ８日の日、鶴岡でも一般質問がございまして、

最近はどこの市町村でも観光振興について交流

人口の増加が大きな課題になっているようです。 

 鶴岡市では、市出身の著名人らをふるさと観

光大使として自分のまちの、ここは鶴岡ですの

で鶴岡の魅力をＰＲしてもらって誘客につなげ

たいって考えているっていうような、やはり着

地型の観光を目指しておられます。 

 今回のコーディネーターの設置っていうか、

新しい長井市の掘り起こしのために頑張ってい

ただけるコーディネーターの活躍に期待して、

本当に長井市をＰＲしていただけるように、ま

たいろいろ商品の開発とか、そういうものに大

きな力を発揮していただけるように期待してい

るところでございます。 

 それにはやはりこのように観光大使なんてい

うのはどのようにお考えになるのか、市長にお

願いいたします。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 多くの市町村が、やはり観光大

使のような制度を設けておりまして、長井市と

してもこれ必要だなあというふうに思っており

ますが、なかなか昨年までの財政の厳しい状況

の中では組織化するのが難しいのかなあという

ふうに思っておりましたが、今年度中に何とか、

特に首都圏在住の人、あるいは関西・中京圏に

在住の人たちに、今まで交流してきた中で協力

してくださるという方が相当程度いらっしゃい

ますので、そういった方にお願いしていかなき

ゃいけないというふうに思っております。今年

度中に少しでも前進できるようにしていきたい

と思います。 

 また、観光振興コーディネーターについては、

まずは手始めに山形鉄道の観光客のお客さんを

長井におりていただくような商品づくりとその

営業をお願いしたいと思っています。山形鉄道

では今年度５万人を目標に観光客を、団体客で

すけども乗っていただくというようなことを目

標としているわけでして、そのお客様を全部と

いうわけいかないとしても、フラワー長井線と

長井の観光をセットの商品をつくっていただい

て、それを募集して、フラワー長井線に乗って、

例えばあやめ公園に入ってもらうと、あやめ公

園から丸大扇屋を見てそば屋さんで食べてもら

うとか、あるいはタスとかはぎ苑で五つ星弁当

を食べてもらうとか、お土産はどこかで買って

もらうとか、そういう商品づくりをやっていた

だくと、そして実際にお客さんを連れてきてい
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ただくという具体的なところを想定しておりま

す。 

 結果として、ことしの早くて秋、あとは来年

が数字としてあらわれると思いますけども、観

光大使とあわせて観光コーディネーターにそう

いった商品づくり、あとは観光大使との連携を

図ってもらうようにお願いしたいと思っていま

す。 

○町田義昭議長 ５番、谷口栄子議員。 

○５番 谷口栄子議員 やはり商品を開発すれば、

それを少し市民の皆さんにもわかってもらった

り、こういうものをつくったからみんな食べて

みてとか、使ってみてというのでＰＲもやはり

大事だと思うんです。 

 私たちは観光協会の中でも五つ星の長井の弁

当づくりに参加させていただきましたけども、

はぎ苑さん、タスパークホテルさん、中央会館

さんでこの五つ星の弁当は食べられるよって、

まだ宣伝がちょっと足りないわけで、せっかく

つくっても皆さんにわかってもらえない。 

 今回、アヤメの季節には、また新しい名前で

小町弁当とか小紫弁当という100周年にふさわ

しいアヤメの名前を使った弁当も出ているよう

ですけれども、長井の五つ星弁当というもので

開発された弁当なんか、やっぱりどこかでＰＲ

していただいて食べていただきたいなあという

ふうに思っているところです。 

 さくら回廊、花回廊って、本当に６月30日ま

での期間ですばらしい１冊のガイドブックにな

って都市圏にも出てるわけです。秋のキャンペ

ーンのような、またそういう連携をとっての企

画っていうか、そういう近隣市町村との連携っ

ていうものは、これからはあるのでしょうか、

長井市独自のものになるんでしょうか、そこら

辺。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 やまがた花回廊は、ＪＲ東日本の方でキャン

ペーンをしてくださっていると。これは山形県

の方でそういったところをつないでいただいて

いるわけなんですが、残念ながらこのキャンペ

ーンは４月から６月までです。ですから、それ

以降については、置賜３市５町で構成してます

置賜の広域の協議会とか、あとは県の方にお願

いして新たなキャンペーンをやっていただくと

か、そういったことに全体としてはなるかと思

います。 

 そんなことで、秋以降は具体的にはありませ

んので、そういった意味では、私は先ほども言

いましたように、山形鉄道と組んでいくのが一

番効率がいいし、手っ取り早いんじゃないかと

いうふうに思っています。 

 あとは、弁当もことし、先ほど谷口議員のお

話ですと、あやめ公園の100周年でまた新たな

弁当をつくっていただいたということ大変あり

がたいと思いますが、やはりそれらをどういう

ふうにＰＲしていくかというのは非常に問題だ

と思います。ですから、それを出してくださる

ところの、例えば中央会館とか、はぎ苑とか、

タスなんかと連携して、やっぱり出してくださ

るところも頑張って営業してもらうしかないだ

ろうと。しかし、行政側としてはそういったと

ころの商品をつくってもらった場合、結局ＰＲ

してもなかなかフリー客では難しいわけですね。

例えば米沢の駅弁とかみたいに、ある程度一定

客のフリー客が買ってくれるような状況では長

井ないわけですから、そういった意味ではＰＲ

も大切なんですが、やっぱり確実に食べてもら

えるお客様をどういうふうにして確保するかと

いうことが、結局、数が出ますと今度はそれを

つくっていただいているはぎ苑とかタスとか中

央会館さんも、それに自分たちみずからが利益

になるように努力するというような少し効果が

出てくるんじゃないかと。すべてやっぱり人に

頼るというのはだめだと思います。それではい

つまでたっても産業にならないと。ですから、
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そういったところのコーディネーターを考えて

いるところです。 

○町田義昭議長 ５番、谷口栄子議員。 

○５番 谷口栄子議員 以上で終わります。あり

がとうございます。 

 

 

   散     会 

 

 

○町田義昭議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。再開は明日午前10時といたします。 

  ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ４時０９分 散会 

 


